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の事故や故障事例のなかには今でもなお水に起因しているものが多く含まれており，安全

な運転を行うた捌こは，スケールの付着や腐食トラブルを回避することが肝要です。また，

エネルギーの有効利用のためには，スケールの付着を防ぎ，高い熱効率を維持する必要が

あります。さらに，最近では，一時的に休止・待機するボイラー設備の腐食防止や再起動

時のボイラー水の管理など，休止に伴う水管理技術も要求されています。一方，脱酸素剤

として広く使用されてきたヒドラジンが，がん等の健康被害を生じるおそれがある物質と

されたことなどから，これに代わるボイラー薬品が開発されつつあります。
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の調節・管理業務を行うことが必要です。このため当協会では，平成18年2月に「ボイラー

技士のための水管理」講習会を開催したところです。本書は同講習会の参加者及びテキス

トの読者の皆様からのご質問や，現場で実際に運用，管理される皆様が普段，疑問に思っ

ているような事柄，最新の水管理技術について，実践事例の解説（Q＆A）として取りま

とめ，専門家から初心者まで巾広い方々が利用できるよう分かりやすく編集したものです。

「ボイラー技士のための水管理」テキストと併せ，本書が広く活用され，日常の水管理

はもちろん，水管理の方式，機器，薬品などの選択にも役立ていただき，ボイラーの水管

理の向上　関係災害の防止に寄与することを期待します。
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